
 

 

 

 
 

【共催】 
・科研費（基盤研究（B）） 

「共感すること」の歴史的変遷―18〜20 世紀ヨーロッパ
の感情史(2020 年度-2022 年度) 

・科研費（基盤研究（B）） 
グローバル化と「共感の共同体」ー19 世紀後半から 20 世
紀後半を中⼼に(2017 年度-2020 年度) 

・科研費（国際共同研究加速基⾦） 
近現代イギリスにおける「⼈と動物の関係史」ー領域設定
による総合的理解モデルの構築(2018 年度-2020 年度) 

・東京⼤学東アジア藝⽂書院（EAA） 

2017 年にスタートした本研究会は、⽂学・歴史
学・宗教学などの⼈⽂知によって、「痛み」とい
うアクチュアルな問題に取り組んできました。 

2021 年最初のミーティングでは、肥満男⼦と動
物の問題が「痛み」といかに関連するのかが議
論されます。ミーティングの前半では、本研究
会コアメンバーの⼩川公代⽒が共訳したサン
ダー・Ｌ・ギルマン『肥満男⼦の⾝体表象―ア
ウグスティヌスからベーブ・ルースまで』（法政
⼤学出版局、2020 年）の合評会を⾏います。 

後半では、フランス・パリの社会科学⾼等研究
院の博⼠課程で動物表象の歴史的変遷を研究
している⾙原伴寛⽒の研究報告を⾏います。質
疑応答では、肥満男⼦や動物の「痛み」につい
ての⻄洋的⼈⽂知を、東アジアの知的磁場に⽴
って問い直すことが⽬指されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15:00-15:10 開会挨拶 
 
【第 1 部】『肥満男⼦の⾝体表象―アウグスティヌス

からベーブ・ルースまで』合評会 
 

15:10-15:30「肥満のスティグマを覆そうとするギル
マンの試み」 

⼩川公代（上智⼤学外国語学部英語 
学科・教授） 

15:30-16:40 全体ディスカッション 
 
16:40-16:50 休憩 

 
【第 2 部】研究発表 
 
16:50-17:40「痛みをもって痛みを制する：18 世紀 

フランスの医療における薬物としての
⽝と猫」 
⾙原伴寛（社会科学⾼等研究院・博⼠
課程） 

17:40-18:20 質疑応答 
 
18:20-18:30  閉会の挨拶 

【⽇時】 
 2021 年1 ⽉10 ⽇（⽇） 
 15:00~18:30 

【場所】 
＠Zoom ※要登録：定員 50 名程度（先着順） 
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeDi
RxhsIfjHX2aIIprbfcLxw15RfrmrS8719YzMw-
dtHMJgw/viewform 

【⾔語】 
 ⽇本語                 

  
 

EAA 共催 

「痛みの研究会」 
第 8回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


